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魂
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地
区
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ン
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大

岡

の

戦

争

記

念

碑

忠
魂
碑

大
岡
地
区
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
建
つ
。

昭
和
二
年
五
月
、
在
郷
軍
人
会
大
岡
分

会
が
大
岡
尋
常
小
学
校
敷
地
内
、
校
門

（当
時
東
側
に
あ

っ
た
）
を
入
っ
た
正

面
の
場
所
に
建
立
し
た
。
題
号
は
陸
軍

大
将
大
迫
尚
道
の
揮
豪
。
戦
後
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
の
指
令
に
従
い
撤
去
、
碑
本
体
は
小

学
校
敷
地
内
に
埋
め
ら
れ
た
。
昭
和
三

二
年
九
月
、
大
岡
地
区
連
合
自
治
会
が
、

埋
め
ら
れ
て
い
た
碑
を
掘
り
出
し
、
大

岡
小
学
校
北
側
の
旧
大
岡
村
役
場
敷
地

（現
大
岡
地
区
セ
ン
タ
ー
）
に
再
建
し

た
。
そ
の
後
、
大
岡
地
区
セ
ン
タ
ー
建

設
に
と
も
な
い

一
時
撤
去
し
、
地
区
セ

ン
タ
ー
開
館
の
翌
年
、
昭
和
五
九
年
五

月
再
々
建
し
現
在
の
形
に
な
っ
た
。

奉
安
殿

御
大
典
記
念
事
業
と
し
て
大
岡
尋
常

小
学
校
敷
地
内
、
忠
魂
碑
と
並
ぶ
位
置

に
建
て
ら
れ
た
。
昭
和
三
年
九
月
起
工
、

同
十
月
竣
ェ
。
同
年

一
二
月
二
四
日

「新

築
奉
安
所
内
部
乾
燥
セ
ル
ヲ
以
テ
」
御

真
影
を
奉
遷
し
た
。
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指

令
に
従
い
撤
去
さ
れ
た
。

ヽ

征
露
祝
捷
記
念
碑

下
石
田
の
稲
荷
大
明
神
境
内
に
建
つ
。

明
治
三
九
年
三
月
、
消
防
組
と
青
年
会

が
発
起
者
と
な

っ
て
建
立
さ
れ
た
。

碑
中
部
に
は
金
山
南
嶽
撰
、
青
木
晩

翠
書
で
碑
文
が
刻
さ
れ
、
碑
下
部
に
は

出
征
人
名
２４
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

碑
上
部
の
象
額
は
陸
軍
中
将
矢
吹
秀

一
の
揮
一宅
。
彼
は
嘉
永
元
年

（
一
八
四

八
）
旧
幕
臣
の
家
に
生
ま
れ
、
維
新
後
、

沼
津
兵
学
校
に
第
二
期
資
業
生
と
し
て

入
学
、
明
治
四
年
八
月
退
校
。
上
京
し

て
陸
軍
士
官
と
な
り
、
西
南
戦
争

。
日

清
戦
争
で
戦
功
を
あ
げ
た
。
男
爵
に
列

せ
ら
れ
、
明
治
四
二
年
没
。

忠
霊
塔

図Ｊ
脚
　
　
中
石
田
の
大
光
寺
境
内
入

雌苅
誌
　

っ
て
す
ぐ
右
手
に
建

つ
。
こ

載
騨
　

の
場
所
は
戦
没
者
の
個
人
墓

味
「
　
が
数
基
建
立
さ
れ
軍
人
墓
地

の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
が
、

将
来
の
戦
没
者
墓
の
無
縁
化

ヽ

を
危
惧
し
た
大
光
寺
先
代
住
職
の
意
向

で
合
祀
墓
を
建
立
し
た
。
建
立
に
あ
た

っ
て
個
人
墓
を
改
葬
し
、
骨
や
遺
髪
な

ど
を
碑
に
納
め
た
。
昭
和
三
三
年
三
月

二
七
日
除
幕
式
挙
行
。
台
座
に
は
大
岡

小
学
校
に
あ

つ
た
忠
魂
碑
の
台
座
を
使

用
し
て
い
る
。
扁
額
下
に
、
昭
和

一
五

年
か
ら
二
〇
年
ま
で
の
中
石
田
地
区
出

身
戦
没
者
１２
名
の
戒
名
、
階
級
、
戦
没

年
月
日
、
戦
没
場
所
、
当
主
と
の
続
柄

が
刻
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
の
碑
文
は
静

岡
県
援
護
課
長
杉
山
利

一
の
名
が
刻
さ

れ
て
い
る
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
つ
て
は
、
大
光
寺

住
職
伊
藤
惇
信
氏
、
大
岡
小
学
校
に
お

世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を

示
す
次
第
で
あ
る
。

〈参
考
資
料

。
文
献
〉

「学
校
沿
革
誌
」
（大
岡
小
学
校
所
蔵
）

『
お
お
お
か
』
（沼
津
市
立
大
岡
小
学
校

創
立
１００
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
編

・

昭
和
４９
年
）

大岡尋常小学校当時の忠魂碑
(『 おおおか』より)

奉安殿 (『 おおおか』より)

征露祝捷記念碑
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し

シ
リ
ー
ズ

沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
冷
》

淘
宮
術
と
沼
津
兵
学
校

の
人
脈

淘
宮
術
と
は
、
天
保
五
年

（
一
八
三

四
）
幕
臣
横
山
丸
三

（
一
七
八
〇
～

一

八
五
四
）
に
よ
つ
て
創
始
さ
れ
た
開
運

の
た
め
の
修
行
法
で
あ
る
。
観
相
な
ど

を
併
用
し
た

一
種
の
占
い
で
も
あ
り
、

明
治
期
に
ブ
ー
ム
を
迎
え
た
。
沼
津
兵
学

校
の
出
身
者
は
西
洋
の
学
問

・
技
術
を
身

に
つ
け
た
近
代
的
知
識
人
で
あ
り
、
東

洋
的

・
神
秘
主

義
的
な
思
想

・

信
仰
と
は
無
縁

の
よ
う
に
思
わ

供
　

　

れ
る
が
、
す
べ

是′
の

日
ヽ
　
て
そ
の
よ
う
に

解
縮
　
単純
には割
り

岡
油
　
切れ
な
いも
の

ま
教
　

が
あ

っ
た
。

別
ゎ
　
　
兵
学
校
第
九

そ
０
　
期
資
業
生
謝
衆

ル
」

づＤ
ど
　
孝
正
は
、
工
部

嘲
』
　
大
学
校
に
進
み

岐
諭
　
建
築
家
・工
学

絣
淘
　
博
士
に
な
っ

た
、
典
型
的
な

近
代
科
学
信
奉

者
で
あ

っ
た
は

ず
だ
が
、
実
は

ヽ

祖
父
春
三
は
淘
宮
術
師
で
あ

っ
た
。
新

家
春
二

（孝
弟

・
彦
次
郎
）
は
、
三
河

岡
崎
以
来
の
幕
臣
の
家
に
生
ま
れ
、
嘉

永
期
に
は
小
普
請
組
に
所
属
し
た
。
横

山
丸
三
に
師
事
し
、
春
亀
斎
春
三
と
号

し
た
。
維
新
の
際
に
は
静
岡
に
移
住
し

な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
明
治
三
二
年

（
一

八
八
九
）
六
月
二
七
日
、
七
六
歳
で
没

し
た
。
権
大
教
正
の
位
を
贈
ら
れ
て
い

る

（『
明
治
過
去
帳
』）
。
春

三
は
、
佐
野

量
丸

。
青
木
十
九

・
飯
田
勝
美
と
と
も

に
淘
門
の
四
先
生
と
呼
ば
れ
た
存
在
だ

っ
た
。
た
だ
し
、
孫
の
孝
正
が
淘
宮
術

を
学
ん
だ
か
ど
う
は
わ
か
ら
な
い
。

沼
津
兵
学
校
に
は
、
も
う

一
人
淘
宮

術
に
関
係
し
た
人
物
が
い
る
。
第
五
期

資
業
生
の
細
井
均
安
で
あ
る
。
均
安
は
、

幕
臣
細
井
宗
誠
の
子
で
、
他
家

へ
養
子

に
出
た
ら
し
く
、
旧
名
を
広
川
久

（久

之
丞
）
と
い
っ
た
。
成
辰
三
月
時
点
で

は
撒
兵
差
図
役
勤
方
で
あ
り
、
七
月
時

点
で
の
駿
河
移
住
者
名
簿
に
は
小
筒
組

差
図
役
と
し
て
名
前
が
登
載
さ
れ
て
い

る
。
数
学
に
長
じ
、
上
京
後
は
沼
津
で

の
恩
師
神
保
長
致

・
榎
本
長
裕
ら
と
と

も
に
陸
軍
士
官
学
校
の
数
学
教
官
と
な

っ
て
い
る

（篠
原
宏

『
陸
軍
創
設
史
』
、

三
八
四
頁
）
。

均
安
の
実
弟
細
井
安
恭

（松
之
助
、

一
八
五
六
～
八
〇
）
も
沼
津
兵
学
校
第

九
期
資
業
生
を
経
て
、
陸
軍
士
官
学
校

に
進
み
、
騎
兵
少
尉
と
な

っ
た
が
、
二

四
歳
で
病
死
し
た
。
均
安
は
、
弟
の
死

後
実
家
に
も
ど
り
第
九
代
当
主
と
し
て

細
井
家
を
継
い
だ
。
均
安
は
三
二
年

（
一

八
九
〇
）
頃
陸
軍
を
辞
職
し
た
が
、
そ

の
後
は

「老
母
と
共
に
陶
宮
術
に
熱
中
」

（「沼
津
兵
学
校
沿
革

（五
）
」）
し
た
と

い
う
。
明
治
三
七
年

（
一
九
〇
四
）

一

二
月
四
日
、
六

一
歳
で
没
し
た
。
法
号

は
実
性
院
安
隻
法
均
居
士
。
菩
提
寺

（東

京
都
港
区

・
永
昌
寺
）
に
立

つ
墓
に
は
、

「細
井
春
継
墓
」
「明
治
三
十
八
年
十
二

月
建
之
　
永
代
祠
堂
料
金
拾
円
寄
附
焉
」

「社
中
有
志
者
」
と
彫
ら
れ
て
お
り
、

彼
が
弟
子
を
持

つ
立
場
に
い
た
ら
し
い

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

細
井
均
安
と
新
家
春
三
と
の
間
に
関

係
が
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
。
細

井
家
の
ご
子
孫
宅
に
は
、
均
安
が
揮
一曇

し
た
と
思
わ
れ
る

「我
身
を
た
め
し
て
」

と
題
し
た
書
の
写
真
が
残
る
。
春
継
と

は
、
均
安
の
号
で
あ
ろ
う
。
癸
卯
は
明

治
三
六
年

（
一
九
〇
三
）
で
あ
る
。
有

上
の
顔
写
真
が
均
安
だ
と
い
う
。

（樋
口
雄
彦
）
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◎
企
画
展

「
沼
津
文
庫
」
開
催
中

「沼
津
文
庫
」
と
は
明
治
２１
年
に
沼

津
尋
常
小
学
校

（現
市
立
第

一
小
学
校
）

に
、
当
時
の
校
長
間
宮
喜
十
郎
が
開
設

し
た
図
書
館
で
、
県
下
で
最
も
早
く
設

立
さ
れ
た
公
立
図
書
館
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。「沼

津
文
庫
」
の
蔵
書
に
は
、
沼
津

兵
学
校
の
蔵
書
を
は
じ
め
、
江
戸

・
明

治
期
の
貴
重
な
書
籍
が
多
数
合
ま
れ
て

お
り
、
市
立
駿
河
図
書
館
、
市
立
図
書

館
と
受
け
継
が
れ
、
現
在
当
館
で
所
蔵

・

保
管
し
て
い
ま
す
。

こ
の
企
画
展
で
は
、
沼
津
文
庫
の
沿

革
と
、
設
立
者
間
宮
喜
十
郎
、
沼
津
文

庫
の
蔵
書
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

期

間

一
１２

月

１８

日

田

～

２

月

２７

日

０

会
場

一
３
階
北
側
展
示
室

※
期
間
中
江
原
素
六

コ
ー
ナ
ー

は
縮
小
し
て
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ツ
ト

一

「沼
津
文
庫
」
、
Ａ
４

版
カ
ラ
１
８
ペ
ー
ジ
、
無
料

◎
歴
史
講
演
会
の
開
催

企
画
展

「沼
津
文
庫
」
の
関
連
事
業

と
し
て
歴
史
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

演
題

一

「沼
津
文
庫
の
あ
ゆ
み
」

講
師

一
辻
　
真
澄
氏

（元
市
立
駿
河
図

書
館
館
長

・
沼
津
市
史
専
門
委

員

（近
世
）
）

１
月
２９
日
０
１４
時
～

当
館
２
階
講
座
室

◎

「
西
周
展
」
の
開
催

昨
年
１１
月
、
Ｊ
Ｒ
沼
津
駅
西
側
の
中

央
ガ
ー
ド
の
改
修
が
終
わ
り
、
愛
称
が

「あ
ま
ね
ガ
ー
ド
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。

沼
津
兵
学
校
の
頭
取
を
務
め
た
西
周
が
、

現
在
の
ガ
ー
ド
附
近
に
居
を
構
え
て
い

た
こ
と
が
由
来
の
ひ
と

つ
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い

西
周
に
つ
い
て
紹
介
す
る
館
外
展
示

「西

周
展
」
（第
２
同
館
蔵
資
料
展
）
を
開
催

し
ま
す
。
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。

期
間

一
３
月
２
日
因
～
３０
日
困

時
間

一
夜
２２
時
ま
で
ラ
イ
ト
ア
ツ
プ

場
所

一
市
内
大
手
町
沼
津
信
用
金
庫
本

店
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー周

沼
津
市
明
治
史
料
館
通
信
　
第
８０
号

獅
篠
　
沼

津

市
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年
で
昭
和
２０
年
の
終
戦
か
ら
６０
年

に
な
り
ま
す
。
戦
争
を
体
験
し
た
人
も

少
な
く
な
り
、
戦
争
の
記
憶
も
風
化
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
当
館
で
は
戦
争
の

一記

憶
」
を

「記
録
」
に
し
て
残
す
た
め
に

「戦
争
体
験
を
記
録
す
る
会
」
を
発
足

し
ま
す
。

座
談
会

・
発
表

・
聞
き
取
り
調
査

・

戦
争
史
跡
の
見
学
会
な
ど
毎
月
１
回
の

月
例
会

（第
三
土
曜
日
を
予
定
）
を
中

心
に
活
動
し
、
年
１
回
の
会
誌

（記
録

集
）
の
刊
行
を
目
指
し
ま
す
。

戦
時
期
を
体
験
し
た
方
は
勿
論
、
戦

争
を
体
験
し
て
い
な
い
世
代
の
方
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、
戦
争
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
に
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

会
を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

多
数
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
お
申
込
み
、
お
問
合
せ
は
当

館
ま
で
。
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